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1 章 生物・動物について 

1 生物とは 

生物とは、 

①外界と個体を仕切る膜（ 細胞膜 ）をもち、 

 

②生きるために必要な化学反応のしくみ（ 代謝 ）を持ち、 

 

食べ物を、細かく分解（消化）後、体内に吸収して、エネルギーを作り出す【異化】、身体に

必要な物質（タンパク質、グリコーゲン、中性脂肪など）を作り出す【同化】化学反応。 

 

③体内の状態を一定に保ち（ 恒常性 ）、 

 

 ヒトでは、体温、血糖、血圧、免疫、傷の修復などがある。 

自律神経系と内分泌系（ホルモン）で調節する。 

 

④自分の複製を作ることができる（ 生殖 ）ものとされています。 

 

無性生殖 分裂 １個体から二つに分かれる（アメーバー、ゾウリムシ） 

出芽 体の一部分を成長させ分離する（ヒドラ、サンゴ、酵母菌） 

胞子 胞子をまく（カビ、キノコ、コケ、シダ、ワカメ、コンブ） 

栄養 植物の一部分が成長し増える（イモ、イチゴのランナー、挿し木） 

有性生殖 接合 同じ運動性の精子卵子の核が合体（ゾウリムシ、藻類） 

受精 異なる運動性の精子卵子の核が合体（多くの生物） 
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生物の分類として、五界説があります。 

 

①モネラ界（原核生物界） 

 細胞に核を持たないグループで、遺伝情報の DNAは細胞内にあり分裂して増えます。 

 1）細菌（バクテリア）：細胞壁があります。 

  人間に有益な細菌は納豆菌や乳酸菌、有害な細菌は、大腸菌やブドウ球菌があります。 

 2）古細菌（アーキア）：細胞壁がありません。DNAを折りたためます。 

  特殊な環境（無酸素、高熱、高塩濃度環境など）で生きる細菌です。 

②原生生物界 

 細胞に核を持つ真核生物です。移動や細胞内の環境を整えるなどの機能があります。 

 水中で光合成を行う藻類（コンブ、ワカメ）やアメーバー、ゾウリムシ、ミドリムシなど。 

③植物界 

 細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁があり光合成をします。 

④菌界 

 細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁がありますが光合成はしません。 

栄養は表面から吸収します。キノコ類、カビ類、酵母菌があります。 

⑤動物界 

細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁がなく光合成はしません。栄養は体内で消化し吸

収します。 

 

生物は、それぞれの生物界と深く関わりながら生態系を形作っています。 
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2 植物について 

 

 

 

 

植物は、二酸化炭素と水を取り込み、光エネ

ルギーを利用して炭水化物（糖質）を作る光合

成を行い、エネルギーを得ています。 

 

 

 

 

 

植物が生み出すのは炭水化

物（糖質）だけではありませ

ん。タンパク質の素になるア

ミノ酸、エネルギーを貯める

脂質なども作っています。さ

らにヒトは、植物の代謝化合

物（薬物成分、香辛［こうしん］

成分、芳香［ほうこう］成分、

色素など）を生活に取り入れ

ています。 

 

植物は、無機質（水素、炭素、酸素、窒素［ちっそ］、リン、硫黄［いおう］、カリウムなど）から栄養

やエネルギーになる有機質（炭素を含む化合物）を作り出す能力を持っています。これを独立栄養といい

ます。 

 

動物は、無機質から有機質を作り出す能力を持っていないので、植物や他の動物を食べて栄養やエネ

ルギーになる有機質を摂取します。これを従属［じゅうぞく］栄養といいます。 
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3 動物のからだの器官 

動物は、植物や餌となる動物を探し求めて移動する必要があ

るため、骨や筋肉、ひれや羽根、手肢などの運動器が発達して

います。効率よく食物にたどり着くために目や耳などの感覚器

と神経系（感覚神経や運動神経や脳など）も発達します。 

 

植物や動物を食べたあとは自分の栄養にするために食物の

分解（消化）をしなければなりません。そのため、歯や胃腸や

膵臓［すいぞう］や肝臓などの消化器官が発達しています。 

 

 

 

ところが、運動や消化をするために大量のエネルギーが必要となり

ます。エネルギーは細胞内のミトコンドリアで酸素を使って作るので、

肺（呼吸器）から酸素を取り込み赤血球にくっつけて、心臓で血液を全

身に巡らせています（循環器）。 

 

また、血液中にある生命活動で生じた不要物質や有害物質を体外に

排出する腎臓［じんぞう］などの泌尿［ひにょう］器官が発達しました。

さらに、環境の変化や敵から身を守るために全身に指令を出す内分泌

［ないぶんぴつ］（ホルモン）系も発達しました。もちろん、子孫を残

す生殖器系も動物に応じた進化を遂げています。 

 

このように、動物の身体は様々な機能を持った細胞が集まる器官を持っています。 

 

主な器官 

器官系 主な器官 器官系 主な器官 

骨格系 骨・関節 消化器系 歯・胃・小腸・大腸・肝臓・膵臓 

皮膚系 皮膚・毛・爪 循環器系 心臓・血管・リンパ管 

筋肉系 骨格筋・平滑［へいかつ］筋・心筋 呼吸器系 肺・肺胞［はいほう］・気管 

神経系 脳・脊髄［せきずい］・運動神経・感覚

神経 

泌尿器系 腎臓・尿管・膀胱［ぼうこう］ 

感覚器系 目・鼻・耳 生殖器系 卵巣・子宮・精巣 

内分泌系 甲状腺［こうじょうせん］・副腎［ふく

じん］・脳下垂体［のうかすいたい］ 

その他 細胞・血液・リンパ液 

  



 

5 

 

4 イヌとネコ 

共通の祖先 ミアキス 

約 6500～4800万年前の小型肉食動物

で、体長が 30ｃｍでイタチに似た姿だっ

たとされています。木の上で暮らし、鳥

類や爬虫類などを捕食していたとされています。 

ネコと同じく出し入れできるカギ爪を持ち、肉を切り裂く裂肉

歯が発達していました。 

 

 

 

 

 

イヌの進化と特徴 

ミアキスが草原に出て暮らし、オオカミに進化します。オオカミ

は大きな草食動物を捕食するために群れで狩りをし、仲間同士でコ

ミュニケーションを取るため吠えるようになったと考えられていま

す。オオカミは、狙いをつけた獲物を何キロにも渡って群れで追い

続け、獲物が疲れたところを集団で少しずつ噛みついて傷つけてい

きます。 

オオカミがイヌになったのは約 4～2万年前とされ、ヒトと共同

生活をして互いに協力をするようになったのではないかと考えられ

ています。 

 

タイリクオオカミ 

 

イヌの祖先のオオカミは実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉［ふしょく］、

草食動物の内臓（植物成分含む）を食べる雑食です。食べることができる時に食べておかないと、次に

いつ獲物にありつけるかわからないので、目の前にあるものは全部食べてしまいます。そのため、イヌ

も食べる量を飼い主がコントロールする必要があります。 

 

捕らえた獲物の肉は切歯［せっし］で切り、骨を噛み砕き咀嚼［そしゃく］はせず飲み込みます。唾

液［だえき］には消化酵素はなく、口腔内洗浄や粘膜の保護、体温調節に役立っています。 
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ネコの進化 

森に残ったミアキスは聴覚や平衡［へいこう］感覚を発達させ、現在のイ

エネコに近いリビアヤマネコが約 13万年前に生まれました。メソポタミア

地方でヒトが小麦を栽培するようになると、作物を狙ってネズミが集まり、

そのネズミを捕食するためにリビアヤマネコもヒトの近くで住むようになり

ました。 

ネズミを退治するリビアヤマネコをヒトは大切に扱うようになり飼われる

ようになり今のイエネコになったと考えられています。 

 

 

リビアヤマネコ 

 

ネコの祖先のリビアヤマネコは、ネズミ、鳥、爬虫類［はちゅうるい］、昆虫、カエルなどを食べる

完全肉食です。しかし、捕食した草食動物の内臓（植物成分）は消化ができないので食べません。 

 

狩りが得意でいつでも獲物を捕らえて食べることができるので、一回に食べる量は少なく食べたいと

きに食べます。大きな獲物は分割して食べることもあります。また、乾燥地帯に生息していたので水は

あまり飲みませんが、脱水に鈍感なので複数箇所に水飲み場を設ける必要があります。 

 

獲物を前肢で押さえ込み首に噛みついて鋭い犬歯［けんし］で頸椎［けいつい］を一突きして仕留め

ます。切歯で皮を剥ぎ、臼歯［きゅうし］で肉を切り裂き、肉を食べます。 
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5 動物と栄養 

動物は、摂取した植物や動物を分解・吸収して、エネルギーや栄養を得るために

消化をします。 

動物に必要な 5大栄養素は、タンパク質、糖質（炭水化物）、脂質、ビタミン、ミ

ネラルです。これらは、生きるためのエネルギーや骨や筋肉、皮膚や毛など体を作

ったり、体内を一定に保つ調整を行ったりします。 
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＜タンパク質＞ 

タンパク質（プロテイン）は、様々なアミノ酸が連結してできています。主に、筋肉や臓器、皮膚や毛、

爪などの身体を作るほか、血液やホルモン、免疫物質や消化酵素など機能の調節に使われますが、エネル

ギーが足りない時にはエネルギーを作ることもできる万能栄養素です。 

 

 

タンパク質には、大豆や小麦などの植物に含まれる植物性タンパク質と肉や魚、卵や乳製品などに含

まれる動物性タンパク質があり、胃液、膵液、小腸から出る消化酵素でアミノ酸に分解され小腸から吸収

されます。 

アミノ酸は、動物の身体の中で合成することができるものとできないものがあります。自分の身体の

中で合成できないアミノ酸は食物から摂取するしかないので、必須アミノ酸といいます。必須アミノ酸

は、動物性タンパク質に多く含まれています。 

 

動物別必須アミノ酸と役割 

 役割 ヒト イヌ ネコ 

リジン 組織の修復、成長 ○ ○ ○ 

トリプトファン 睡眠 ○ ○ ○ 

メチオニン 肝臓の解毒［げどく］作用 ○ ○ ○ 

フェニルアラニン 脳の活性化 ○ ○ ○ 

ヒスチジン 免疫力強化 ○ ○ ○ 

トレオニン アミノ酸の合成 ○ ○ ○ 

イソロイシン 運動時のエネルギー ○ ○ ○ 

バリン 筋肉の修復や成長 ○ ○ ○ 

ロイシン 筋肉の成長 ○ ○ ○ 

アルギニン 肝臓の解毒作用や血圧調整、免疫力強化  ○ ○ 

タウリン 目や心臓、肝臓の健康維持   ○ 

 

もともと肉食のネコは、アルギニンとタウリンを動物性タンパク質からの摂取に依存していたため、

フードで補う必要があります。 
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＜糖質［とうしつ］（炭水化物）＞ 

糖質（炭水化物）は、ブドウ糖（グルコー

ス）、果糖［かとう］（フルクトース）、ガラ

クトースが、連結してできています。ブドウ

糖と果糖がつながったのがショ糖（砂糖）で

す。 

膵液［すいえき］や小腸から出る消化酵素

でグルコースなどに分解され小腸から吸収

され生きるためのエネルギーになります。 

食物繊維も多糖［たとう］類ですが、ネコ

は肉食なので消化酵素で分解できないので

そのまま便として排出します。草食動物は、

長い時間をかけて腸内細菌で発酵させ糖質

に分解するのでエネルギーとして利用でき

ます。雑食のイヌやヒトは腸内細菌によって

多少分解することができます。 

 

＜脂質＞ 

脂質は、余ったグルコースをさらに分解したものを材料に、中性脂肪（トリグリセリド）を作りエネ

ルギーの貯蔵をしたものです。脂質は、皮膚や羽毛、脳や神経組織、血管やホルモンなど身体を作るた

めに使われるほか、飢餓［きが］状態のときにグルコースに分解されエネルギーにします。ウシやヒツ

ジなど草食動物の肉の脂身［あぶらみ］は、元々植物を分解したグルコースからできています。 

※グルコースの分子式は C6H12O6で炭素と水素と酸素からできています。例えば肉の脂身（バルミチン酸）の分子式は C16H32O2で、同

じく炭素と水素と酸素からできています。オリーブやゴマのように植物がエネルギーを油として直接貯蔵することもあります。 

 

イヌやネコが脂質を食べると、胆汁［たんじゅう］、膵液で消化し小腸で吸収します。 

 

動物別必須［ひっす］脂肪酸 

 ヒト イヌ ネコ 

ドコサヘキサエン酸（DHA） ○   

エイコサペンタエン酸（EPA） ○   

γリノレン酸 ○   

αリノレン酸 ○ ○ ○ 

リノール酸 ○ ○ ○ 

アラキドン酸 ○  ○ 

 

イヌやネコの必須脂肪酸が不足すると繁殖機能の抑制、毛の光沢がなくなる、フケ症、皮膚炎をおこ

し、妊娠中に不足すると、新生子［しんせいし］の異常や死亡が起こります。 
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2 章 消化器系のしくみ 

消化器とは、食物を摂取・消化・吸収・排泄する、口から肛門までの器官です。 

1 口腔 

イヌやネコは唾液に消化酵素を含まないため食物を裂いたり砕いたりするだけで、食物を丸呑みしま

す。 

ヒトやヤギやブタは、唾液の中にでんぷんの消化酵素（アミラーゼ）を含むため、よく噛んで唾液と食

物を混ぜ、でんぷんを麦芽糖［ばくがとう］（グルコースが 2つつながった糖）に分解します。 

 

 

 

 

 

 イヌの歯     ネコの歯 

 イヌ ネコ 

切歯 

（門歯） 

12本 

肉を引き裂く。 

12本 

肉を引き裂く。毛繕いをする。 

犬歯 4本 

肉を裂く。獲物をくわえて離さない 

4本 

肉を裂く。獲物の首に突き刺し致命傷を与える 

前臼歯 16本 

肉を裂く。 

10本 

肉を裂く。 

後臼歯 10本 

骨も砕く。食物をすりつぶす。 

4本 

肉を切り裂く。 

  

口腔 
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2 食道 

食道は、食物を口腔から胃に運ぶ管です。ヒトは直立

しているので食物は自然に上から下に流れていきますが、

イヌやネコは直立していないのでヒトより強い力で食物

を胃に運ぶ必要があります。 

そのため、イヌやネコの食道は前肢［ぜんし］や後肢

［こうし］の筋肉と同じように自分の意思で動かすこと

ができる筋肉（横紋筋［おうもんきん］）でできています。 

ただし、イヌの食道は全て横紋筋ですがネコの食道は

3分の 1が自分の意思で動かすことができない筋肉（平

滑筋［へいかつきん］）なので、ネコの方が胃に送る力は

弱くなります。 

 

もし、食道で食べ物がつまってしまったり、毛玉など

異物がある時、イヌやネコは食道の筋肉を収縮させて勢

いよく吐き出します。これを吐出［としゅつ］といいま

す。胃の内容物を吐くことは嘔吐［おうと］といいます。

嘔吐は、腹筋と横隔膜［おうかくまく］を収縮させて行

うので予兆がありますが、吐出は突然吐くのが特徴です。 
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3 胃・十二指腸 

 

胃は、食物を一時的に保管し、胃酸（塩酸）で食物に付いた細菌やウイルスを殺菌し、消化酵素（ペ

プシン）でタンパク質をポリペプチドに分解します。また、胃酸から胃の粘膜を守るため粘液が出され

ます。粘膜が少なくなったら胃潰瘍や胃炎になります。 

胃でドロドロになった食物は、十二指腸［じゅうにしちょう］に送られます。 

 

＜十二指腸＞ 

 

十二指腸では、膵臓で作られる膵液や肝臓で作られ胆嚢［たんの

う］に貯められていた胆汁［たんじゅう］が出され、食物がさらに消

化されます。 

胆汁は、水に溶けない脂肪を分解して細かな粒にして水と混ぜ合わ

せます。これを乳化［にゅうか］といいます。例えば、マヨネーズや

アイスクリーム、チョコレートやバターは脂肪を乳化させています。 

膵液は、アミラーゼによるでんぷんの分解、トリプシンによるポリ

ペプチド（胃で分解されたタンパク質）の分解、リパーゼによる胆汁

で乳化した脂質の分解をします。 

十二指腸を通った食物は小腸（空腸）に送られます。 

  

ペプチターゼ 
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4 小腸（空腸［くうちょう］・回腸［かいちょう］） 

消化と吸収を行うほか、細菌やウイルスの体内侵入をブロックする免疫機能を

持っており、免疫細胞の約 5割が小腸に集まっています。 

 

消化は、空腸から腸液が分泌され、腸液中のマルターゼが麦芽糖をブドウ糖

（グルコース）に分解、腸液中のペプチダーゼがポリペプチドをアミノ酸に分解します。 

 

 

空腸や回腸の腸壁は絨毛［じゅうもう］があり、でんぷんを分解してできたグルコース（ブドウ糖）

やタンパク質を分解してできたアミノ酸を吸収し毛細血管から門脈［もんみゃく］に送られたあと、肝

臓に入ります。 

 

 
 

脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、水（血液）に混ざりにくいのでリンパ小節から吸収され

てタンパク質と結合した後、リンパ管に送られます。その後、全身のリンパ管が集まる胸管から静脈に

流され、心臓に送られ全身に運ばれます。このように脂肪は消化に時間がかかります。 
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5 大腸（結腸［けっちょう］・直腸［ちょくちょう］） 

小腸で消化吸収された食物の残

りかすは、結腸で水分・ミネラル

が吸収されます。また、免疫細胞

の約 2割が大腸に集まっていま

す。 

 

大腸には腸内細菌が多く食物繊

維の分解・発酵が行われますが、

ヒトの腸内細菌数は 1千万個に対

し、イヌネコは約 1万個なことか

らもイヌネコが植物性の食物が苦

手なのがわかります。 

 

腸内細菌は、健康によい影響を与える善玉［ぜんだま］菌（ビフィズス菌・乳酸桿菌［かんきん］）、

健康に悪い影響と与える悪玉［あくだま］菌（大腸菌・ブドウ球菌など）、腸内の環境によって有益に

も有害にもなる日和見［ひよりみ］菌（腸球菌など）に分類されます。 

イヌの腸内細菌は善玉菌の乳酸桿菌が多く、ネコの腸内細菌は日和見菌の腸球菌がほとんどです。そ

のため、ネコは腸内細菌バランスが崩れると下痢や胃腸炎をおこしやすくなっています。 

 

水分が吸収された便は直腸に移動し貯蔵され、ある程度の量になると排出されます。便の約 75％が

水分で残りは消化されなかった食物のかすや腸内細菌や腸壁から剥がれた細胞などです。 

 

大腸に炎症などが起きて水分の吸収が正常に行われない場合は下痢をします。便に腸液が混じった

り、少量の下痢が頻回［ひんかい］おきたりします。 
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6 消化器付属臓器と機能 

 

＜肝臓＞ 

栄養素の代謝、体内の毒素の分解や無毒化、胆汁の生成、エネル

ギーの蓄積・生成など生命維持に重要な役割を果たしています。 

肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するので

ダメージを受けやすい臓器です。そのため、自己再生能力を持って

います。 

 

 

 

 

 

＜胆嚢［たんのう］＞ 

胆嚢は、肝臓で作られた胆汁を貯蔵しており、食物が十二指腸を通るときに収縮して胆汁を出し脂肪

の消化や脂溶性［しようせい］ビタミンの吸収を助けます。 

胆汁は、古くなった赤血球が分解された後に残る黄色い色素（ビリルビン）を含んでいます。便が黄

色～茶色なのはビリルビンによるものです。胆汁が出る胆管が詰まると便の色が白～灰色になり、ビリ

ルビンが血液に混ざり目の白目や皮膚が黄色くなる黄疸［おうだん］がみられることがあります。 

 

＜膵臓［すいぞう］＞ 

膵臓は、タンパク質・脂肪・糖質を消化するための膵液を

作るほか、血液中の糖分の調整をするホルモンを作ります。

膵液は十二指腸に分泌されるので外分泌、ホルモンは血液中

に分泌されるので内分泌といいます。 

 

膵臓の内部にあるランゲルハンス島［とう］のβ［ベー

タ］細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモン、インスリン

を作ります。ランゲルハンス島のα［アルファ］細胞は、血

液中の血糖値を上げるホルモン、グルカゴンを作ります。 
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３章 泌尿器系のしくみ 

泌尿器とは、血液中の老廃物などを尿に

して体外に排出する臓器です。 

 

血液をフィルターに通し、老廃物が溶けた

液体を集めて尿を作る腎臓と、尿を運ぶ尿管、尿を溜める膀胱［ぼ

うこう］、尿を排出する尿道があります。 

 

 

 

 

 

1 腎臓 

腎臓は、腰よりも頭側にあり、背骨をはさんで左右ひとつず

つあります。 

 

 

 

 

 

腎臓の表面に近い皮質部分には、糸球体［し

きゅうたい］とボウマン嚢［のう：袋の意味］

と尿細管があります。 

 

糸球体は、太さ 0.2mm くらいの毛細血管

が毛糸のように集まっています。心臓のポンプ

の圧力（血圧）で毛細血管から、老廃物を含ん

だ血液の液体部分がにじみでます。赤血球や白

血球などの血球や大きなタンパク質は血管に

残され、水分や水に溶けているナトリウム、尿素、ビタミン、グルコースなどがにじみ出て、糸球体を包んで

いるボウマン嚢に集められます。 

ボウマン嚢で集まった液体を原尿［げんにょう］といいます。原尿は尿細管に集められ、必要な物質が再吸

収されます。 

 

腎臓の髄質には、集合管があります。集合管は複数の尿細管から出た尿が集まる管です。 

集合管を通った尿は腎盂に集められて、尿管を通って膀胱に溜められます。一定量尿が溜まると尿意を感じ

膀胱が収縮し排出されます。  

皮質 
髄質 

腎盂 
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2 ネフロン 

 

糸球体から集合管までをネフロンといいます。

ネフロンでは、原尿を作ったあと必要な物質の再

吸収が行われます。イヌネコやヒトは、原尿の

99％が再吸収され、残りの１％が尿として排出

されています。 

 

ボウマン嚢で集められた原尿は尿細管に流れ

ますが、尿細管はくねくねと曲がりながら腎臓の

中心に向かいますが、途中 180°曲がって（ヘ

ンレループ）再び表面に向かいます。尿細管の周

りには毛細血管があり、様々な物質を血管に吸収

しています。 

 

 

ボウマン嚢からヘンレループまでの尿細管を近位[きんい]尿細管といいます。ここでは、ナトリウム、カリ

ウム、水、グルコース、アミノ酸などを再吸収します。 

ヘンレループより先は遠位[えんい]尿細管といい、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収し

て尿を濃縮します。 

 

ネコはイヌより近位尿細管が長く、たくさんの水分が吸収できるつくりになっています。これは、ネコの祖

先のリビアヤマネコが乾燥地帯に住んでいたため、貴重な水を有効活用していたためだと言われています。ま

た、ネコに腎臓病が多い理由は、近位尿細管が細く長いため、尿細管に蓄積した死細胞や老廃物が詰まって機

能しなくなることが分かっています。 
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３ 尿管・膀胱・尿道 

 

尿管・膀胱・尿道は結石ができることがあります。

特にネコは腎臓にシュウ酸カルシウムの結石ができ

やすく、尿管に流れて尿管結石になることがあり手

術によって取り除きます。 

 

膀胱で結石が形成されるか、尿管結石が膀胱に流

れたものが膀胱結石です。 

膀胱結石が尿道に流れたものが尿道結石です。 

 

尿が正常に流れなくなると、急性腎不全や尿毒症

になり命にかかわることがあります。 
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問題１（生物とは） 

ウイルスを生物と非生物の中間の存在とする説がありますが、その根拠となるのは次のうちどれか？ 

 

2 ウイルスは生存するために必要な化学反応のしくみを持っていないから 

3 ウイルスは自分で体内の状態を一定に保つしくみを持っていないから 

4 ウイルスは自己増殖することができないから 

5 ウイルスは他生物の体内でしか生存できないから 

 

問題２（生物の代謝） 

生物の代謝のうち、同化・異化・消化に関わる語の組合せのうち、正しいものはどれか。 

 

１ 消化管で酵素を使って炭水化物をブドウ糖に分解する  同化 

２ 体内でグリコーゲンを分解してグルコースを作る  異化 

３ 体内でグルコースを合成してグリコーゲンを作る  消化 

４ 低分子の物質から高分子の物質を作る   異化 

 

問題３（生物の定義） 

生物の定義に関する記述として間違っているのはどれか。 

 

１ 外界と個体を仕切る膜を細胞壁という。 

２ 生きるために必要な化学反応のしくみを代謝という。 

３ 体内の状態を一定に保つことを恒常性という。 

４ 自分の複製を作ることを生殖という。 

 

問題４（無性生殖） 

次の無性生殖の説明のうち、正しいものはどれか。 

 

１ 無性生殖の分裂とは、体の一部を成長させ分離させて増殖すること 

２ 無性生殖の出芽とは、１個体から二つに分かれて増殖すること 

３ 無性生殖の胞子生殖とは、酵母などが胞子をまいて増殖すること 

４ 無性生殖の栄養生殖とは、植物の一部分が成長し増殖すること 

 

問題５（無性生殖） 

次の生物の生殖について、正しい組合せはどれか。 

 

１ 分裂 サンゴ・酵母菌 

２ 出芽 カビ・ワカメ 

３ 接合 コケ・シダ 

４ 栄養 イチゴのランナー・挿し木 
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問題６（生物分類） 

生物分類の五界説について、正しいものはどれか。 

 

１ 細菌は細胞に核を持たず細胞壁があり、大腸菌や酵母菌が含まれる 

２ 細胞に核をもつ生物を原核生物という 

３ 菌類は細胞壁があるが光合成はしない。キノコ・カビ類が含まれる 

４ 水中で光合成を行う藻類（ワカメ・コンブ）は植物界に含まれる。 

 

問題７（植物） 

次の植物に関する記述として、間違っているものはどれか。 

 

１ 植物は、二酸化炭素と水を取り込み、光エネルギーを利用して光合成を行ってエネルギーを得ている。 

２ 植物は炭水化物だけでなく、アミノ酸、脂質も作っている。 

３ 人間は、植物の代謝化合物を薬物、香辛料、芳香剤、色素などとして生活に取り入れている。 

４ 植物は、従属栄養生物で無機質から有機質（炭素を含む化合物）を作り出している。 

 

問題８（動物の器官） 

臓器と器官の組合せのうち正しいものはどれか 

 

１ 肝臓  消化器 

２ リンパ管  内分泌系 

３ 腎臓  循環器 

４ 甲状腺  生殖器 

 

問題９（イヌとネコの進化） 

イヌとネコの進化について次の文章中の（ イ ）～（ ハ ）の中に入る語句として適切なのはどれか。 

 

イヌのネコの祖先は共通とされており、約 6500～4800 万年前に木の上で暮らしていた小型肉食動物で

ミアキスと呼ばれています。 

草原に出たミアキスはやがて（ イ ）に進化し、森に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させ

（ ロ ）に進化したとされています。 

イヌの祖先の（ イ ）は実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉、草食動物の内臓

（植物成分含む）を食べる雑食です。ネコの祖先の（ ロ ）は、狩りが得意で、ネズミ、鳥、爬虫類、昆

虫、カエルなどを食べる（ ハ ）です。 

 

イ   ロ   ハ 

１ ハイエナ  イタチ   完全肉食 

２ ハイエナ  リビアヤマネコ  雑食 

３ オオカミ  イタチ   雑食 

４ オオカミ  リビアヤマネコ  完全肉食  
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問題１０（動物と栄養） 

主な栄養とその役割を示す以下の表の（ イ ）～（ 二 ）に入る栄養素の組合せとして正しいものはど

れか。 

 

 （ イ ） （ ロ ） （ ハ ） （ ニ ） ビタミン 

エネルギー素  ○ ○ ○  

構成素 ○ ○ ○   

調整素 ○ ○   ○ 

 

イ  ロ  ハ  ニ 

１ 脂質  糖質  ミネラル タンパク質 

２ タンパク質 糖質  脂質  ミネラル 

３ 糖質  タンパク質 ミネラル 脂質 

４ ミネラル タンパク質 脂質  糖質 

 

問題１１（タンパク質） 

タンパク質に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。 

 

１ タンパク質には、大豆や小麦などの植物に含まれる植物性タンパク質と、肉や魚・卵や乳製品などに含ま

れる動物性タンパク質がある。 

２ 胃液、膵液、小腸から出る消化酵素でタンパク質（プロテイン）はアミノ酸に分解され小腸から吸収され

る。 

３ 自分の身体の中で合成できないアミノ酸は食物から摂取するしかないので、必須アミノ酸という。 

４ ネコは、アスパラギン酸とタウリンをフードで補う必要がある。 

 

問題１２（糖質） 

糖質に関する語句の組合せのうち、不適切な組合せは次のうちどれか。 

 

１ ブドウ糖  グルコース 

２ 果糖  ガラクトース 

３ 糖質  炭水化物 

４ ショ糖  ブドウ糖＋果糖 
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問題１３（糖質・脂質） 

糖質・脂質に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。 

 

１ 食物繊維は炭水化物に含まれるが、ネコは消化酵素で分解できないので吐出する。 

２ 草食動物は、食物繊維を腸内細菌で発酵させ脂質に分解する。 

３ 脂質は、余ったセルロースをさらに分解し中性脂肪を作りエネルギーの貯蔵をしたものである。 

４ 脂質は、皮膚や羽毛、脳や神経組織、血管やホルモンなど身体を作るために使われる。 

 

問題１４（口腔） 

次の口腔に関する記述のうち、正しいものはどれか。 

 

１ イヌやネコは唾液に消化酵素を含んでいるため、よく咀嚼をする。 

２ ヤギやブタは、唾液中にでんぷん消化酵素を含まない。 

３ イヌの前臼歯は 16本、後臼歯は 10本である。 

４ ネコの前臼歯は 12本、後臼歯は 6本である。 

 

問題１５（食道） 

次の食道に関する記述のうち、間違っているものはどれか。 

 

１ イヌやネコの食道は自分の意思で動かすことができる筋肉（横紋筋）でできている。 

２ イヌの食道は全て横紋筋だが、ネコの食道は 3 分の１が横紋筋なので、ネコの方が食物を胃に送る力が

弱い。 

３ 食道で食べ物がつまったり異物があったりする時、イヌやネコは食道の筋肉を収縮させて勢いよく吐き出

す吐出をする。 

４ 胃の内容物を吐くことを嘔吐といい、腹筋と横隔膜を収縮させて行うので吐く前にお腹が大きく動く予兆

がある。 

 

問題１６（胃） 

胃に関する記述のうち、間違っているものはどれか。 

 

１ 胃は、食物を一時的に保管する 

２ 胃酸は、食物に付いた細菌やウイルスを殺菌する 

３ 消化酵素（ペプシン）で脂肪をポリペプチドに分解する 

４ 胃酸から胃の粘膜を守るため粘液が出される 
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問題１７（十二指腸） 

次の十二指腸に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。 

 

１ 十二指腸では、膵臓で作られる膵液や肝臓で作られ胆嚢に貯められていた胆汁が出される。 

２ 胆汁は、水に溶けた脂肪を大きな粒にして水と分離する。 

３ 膵液に含まれる消化酵素のうち、トリプシンはでんぷんの分解をする。 

４ 膵液に含まれる消化酵素のうち、アミラーゼはポリペプチドの分解をする 

 

問題１８（小腸） 

小腸に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。 

 

１ 小腸は、消化と吸収を行うほか細菌やウイルスの体内侵入をブロックする免疫機能を持っており、免疫

細胞の約 5割が小腸に集まっている。 

２ 小腸での消化は、腸液中のマルターゼが麦芽糖をグルコースに分解し、腸液中のペプチダーゼがポリペ

プチドをアミノ酸に分解する。 

３ 空腸や回腸の腸壁は絨毛があり、グルコースやアミノ酸を吸収し毛細血管から門脈に送られたあと、肝

臓に入る。 

４ 脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、絨毛から吸収された後、門脈に送られ肝臓に入る。 

 

問題１９（大腸） 

大腸内の腸内細菌に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。 

 

１ 腸内細菌のうち健康によい影響を与えるものを善玉菌といい、大腸菌・ブドウ球菌がある。 

２ 腸内細菌のうち健康に悪い影響と与えるものを悪玉菌としい、ビフィズス菌・乳酸桿菌がある。 

３ 腸内の環境によって有益にも有害にもなる腸内細菌を日和見菌といい、腸球菌がある。 

４ イヌの腸内細菌は善玉菌が多く、ネコの腸内細菌は悪玉菌が多い。 

 

問題２０（消化器附属臓器） 

次の臓器に関する記述のうち、間違っているものはどれか。 

 

１ 肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するなどダメージを受けやすく、自己再生能力

がないため内臓の中で最も大きい。 

２ 胆嚢は、肝臓で作られた胆汁を貯蔵しており、食物が十二指腸を通るときに収縮して胆汁を出し脂肪の

消化や脂溶性ビタミンの吸収を助ける。 

３ 膵臓は、タンパク質・脂肪・糖質を消化するための膵液を作るほか、血液中の糖分の調整をするホルモ

ンを作る。 

４ 脾臓は、古くなった赤血球を破壊・除去するほか、リンパ球を生成する免疫器官としての機能を持って

いる。 
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問題２１（黄疸） 

目の白目や皮膚が黄色くなる黄疸の原因物質はなにか。 

 

１ メラトニン 

２ ビリルビン 

３ メラニン 

４ ネフロン 

 

問題２２（膵臓） 

膵臓に関する記述中の（ イ ）～（ ニ ）の中に入る語句の組合せとして適切なものは次のうちどれ

か。 

 

膵臓は、消化酵素を含む膵液を作るほか、血液中の血糖値の調整をするホルモンを作ります。 

膵臓の内部にあるランゲルハンス島の（ イ ）β細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモンである

（ ロ ）インスリンを作ります。ランゲルハンス島の（ ハ ）α細胞は、血液中の血糖値を上げるホル

モンである（ ニ ）グルカゴンを作ります。 

 

イ  ロ  ハ  ニ 

１ α  インスリン β  グルカゴン 

２ α  グルカゴン β  インスリン 

３ β  インスリン α  グルカゴン 

４ β  グルカゴン α  インスリン 

 

問題２３（腎臓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図において腎臓の各部の名称の組み合わせとして正しいものはどれか。 

 

イ  ロ  ハ  ニ 

イ 

ロ 

ハ 

ニ 
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１ ボウマン嚢 糸球体  尿細管  集合管 

２ ボウマン嚢 ネフロン ヘンレループ 尿細管 

３ 糸球体  ボウマン嚢 尿細管  ネフロン 

４ ネフロン 糸球体  集合管  ボウマン嚢 

 

問題２４（糸球体） 

腎臓の糸球体に関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

１ 糸球体では、赤血球や白血球などの血球や大きなタンパク質は血管からにじみ出る。 

２ 糸球体では、水分や水に溶けているナトリウム、尿素、グルコースなどは血管に残される。 

３ 糸球体でにじみ出た物質は腎盂に集められる。 

４ ボウマン嚢に集まった液体を原尿といい、尿細管で必要な物質が再吸収される。 

 

問題２５（ネフロン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は腎臓のネフロンを示す。ネフロンに関する記述のうち、適切なものはどれか。 

 

１ イヌ・ネコやヒトは、ネフロンで原尿の 99％が再吸収され、残りの１％が尿として排出されている。 

２ 近位尿細管では、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収して尿を濃縮している。 

３ 遠位尿細管では、ナトリウム、カリウム、水、グルコース、アミノ酸などを再吸収している。 

４ イヌはネコより近位尿細管が細く長いためたくさんの水分が吸収できるが、詰まりやすい。 

 

問題３７（尿路結石） 

尿路結石に関する記述のうち、不適切なものはどれか。 

 

１ 尿石には、カルシウム由来のシュウ酸カルシウムとマグネシウム由来のストルバイトがよくみられる。 

２ イヌは腎臓にシュウ酸カルシウムの結石ができやすい。 

３ 腎臓から膀胱までを上部尿路といいシュウ酸カルシウムが発生しやすい。 

４ 膀胱や尿道を下部尿路といいストルバイトが発生しやすい。 
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動物のからだのしくみⅠ 確認テスト 解答 

 
問題１ 解答３ 

１ ウイルスは生存するために必要な化学反応のしくみを持っています 

２ ウイルスは自分で体内の状態を一定に保つしくみを持っています 

３ ウイルスは自己増殖することができません。 

４ ウイルスは体内でなくても生存できます。他生物の体内でしか生存できない生物を内生生物といいま

す。細菌類や寄生虫の一部などがあります。 

 

問題２ 解答２ 

同化は、体内で低分子物質から身体に必要な高分子の物質をつくることです。異化は、体内で高分子物質を

分解して低分子の物質をつくります。その際エネルギーを得ます。消化は、消化管の中で消化酵素により高分

子物質を低分子物質に分解します。 

１ 消化管で酵素を使って炭水化物をブドウ糖に分解する  消化 

３ 体内でグルコースを合成してグリコーゲンを作る  同化 

４ 低分子の物質から高分子の物質を作る   同化 

 

問題３ 解答１ 

１ 外界と個体を仕切る膜を細胞膜という。細胞壁は、植物、菌類、細菌の細胞の最も外側をおおう膜です。 

 

問題４ 解答４ 

１ 無性生殖の分裂とは、１個体から二つに分かれて増殖すること 

２ 無性生殖の出芽とは、体の一部を成長させ分離させて増殖すること 

３ 無性生殖の胞子生殖とは、カビやキノコなどが胞子をまいて増殖すること。酵母菌は胞子をまかず出芽

で増殖する。 

 

問題 5 解答４ 

１ 分裂 サンゴ・酵母菌は出芽。分裂はアメーバーやゾウリムシ。 

２ 出芽 カビ・ワカメは胞子生殖。出芽はヒドラ、サンゴ、酵母菌。 

３ 接合 コケ・シダは胞子生殖。接合はゾウリムシや藻類。 

 

問題６ 解答３ 

１ 細菌は細胞に核を持たず細胞壁があり、大腸菌が含まれる。酵母菌は菌類に含まれる。 

２ 細胞に核をもつ生物を真核生物という 

４ 水中で光合成を行う藻類（ワカメ・コンブ）は原生生物界に含まれる。 
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問題７ 解答４ 

４ 植物は、独立栄養生物で無機質から有機質（炭素を含む化合物）を作り出している。従属栄養生物は動

物のように、無機質から有機質を生み出すことができないため、独立栄養生物を摂取する必要がある。 

 

問題８ 解答 1 

２ リンパ管  循環器 

３ 腎臓  泌尿器 

４ 甲状腺  内分泌系 

 

問題９ 解答４ 

イヌのネコの祖先は共通とされており、約 6500～4800 万年前に木の上で暮らしていた小型肉食動物で

ミアキスと呼ばれています。 

草原に出たミアキスはやがてオオカミに進化し、森に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させリビア

ヤマネコに進化したとされています。 

イヌの祖先のオオカミは実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉、草食動物の内臓

（植物成分含む）を食べる雑食です。ネコの祖先のリビアヤマネコは、狩りが得意で、ネズミ、鳥、爬虫

類、昆虫、カエルなどを食べる完全肉食です。 

 

問題 10 解答４ 

 

 ミネラル タンパク質 脂質 糖質 ビタミン 

エネルギー素  ○ ○ ○  

構成素 ○ ○ ○   

調整素 ○ ○   ○ 

 

問題１１ 解答４ 

４ ネコは、アルギニンとタウリンをフードで補う必要がある。アスパラギン酸は体内で合成できる不必須ア

ミノ酸。 

 

問題１２ 解答２ 

２ 果糖 フルクトース 

 

問題１３ 解答４ 

１ 食物繊維は炭水化物に含まれるが、ネコは消化酵素で分解できないのでそのまま便として排出する。 

２ 草食動物は、食物繊維を腸内細菌で発酵させ糖質に分解する。 

３ 脂質は、余ったグルコースをさらに分解し中性脂肪を作りエネルギーの貯蔵をしたものである。 
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問題１４ 解答３ 

１ イヌやネコは唾液に消化酵素を含まず、食物を丸呑みする。 

２ ヤギやブタは、唾液中にでんぷん消化酵素（アミラーゼ）を含むためよく咀嚼をして消化させる。 

４ ネコの前臼歯は 10本、後臼歯は 4本である。 

 

問題１５ 解答２ 

２ イヌの食道は全て横紋筋だが、ネコの食道は 3 分の 2 が横紋筋、３分の１が平滑筋（自分の意思で動か

すことができない筋肉）なので、ネコの方が食物を胃に送る力が弱い。 

 

問題１６ 解答３ 

３ 消化酵素（ペプシン）でタンパク質をポリペプチドに分解する 

 

問題１７ 解答１ 

２ 胆汁は、水に溶けない脂肪を分解して細かな粒にして水と混ぜ合わせる。 

３ 膵液に含まれる消化酵素のうち、アミラーゼはでんぷんの分解をする。 

４ 膵液に含まれる消化酵素のうち、トリプシンはポリペプチドの分解をする 

 

問題１８ 解答４ 

４ 脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、水（血液）に混ざりにくいのでリンパ小節から吸収されて

タンパク質と結合した後、リンパ管に送られる。 

 

問題１９ 解答３ 

１ 腸内細菌のうち健康によい影響を与えるものを善玉菌といい、ビフィズス菌・乳酸桿菌がある。 

２ 腸内細菌のうち健康に悪い影響と与えるものを悪玉菌としい、大腸菌・ブドウ球菌がある。 

４ イヌの腸内細菌は善玉菌の乳酸桿菌が多く、ネコの腸内細菌は日和見菌の腸球菌が多い。 

 

問題２０ 解答１ 

１ 肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するなどダメージを受けやすいため、自己再生

能力を持っている。 

 

問題２１ 解答２ 

 

１ メラトニンは、脳の松果体から分泌されるホルモンで睡眠・覚醒のリズムを調整する。 

３ メラニンは、皮膚、毛髪、目の色を決める色素で、紫外線から肌や細胞を守る働きをする。 

４ ネフロンは、腎臓内部の糸球体・尿細管・集合管を含む機能的単位で、体内の老廃物を濾過して尿を作

る。 
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問題 2２ 解答３ 

膵臓は、消化酵素を含む膵液を作るほか、血液中の血糖値の調整をするホルモンを作ります。 

膵臓の内部にあるランゲルハンス島のβ細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモンであるインスリンを作

ります。ランゲルハンス島のα細胞は、血液中の血糖値を上げるホルモンであるグルカゴンを作ります。 

 

問題２３ 解答３ 

 

問題２４ 解答４ 

１ 糸球体では、赤血球や白血球などの血球や大きなタンパク質は血管に残される。 

２ 糸球体では、水分や水に溶けているナトリウム、尿素、グルコースなどがにじみ出る。 

３ 糸球体でにじみ出た物質はボウマン嚢に集められる。 

 

問題２５ 解答１ 

２ 近位尿細管では、ナトリウム、カリウム、水、グルコース、アミノ酸などを再吸収している。 

３ 遠位尿細管では、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収して尿を濃縮している。 

４ ネコはイヌより近位尿細管が細く長いためたくさんの水分が吸収できるが、詰まりやすい。 

 

問題２６ 解答２ 

２ ネコは腎臓にシュウ酸カルシウムの結石ができやすい。 
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1 章 生物・動物について 

1 生物とは 

生物とは、 

①外界と個体を仕切る膜（     ）をもち、 

 

②生きるために必要な化学反応のしくみ（     ）を持ち、 

 

食べ物を、細かく分解（消化）後、体内に吸収して、エネルギーを作り出す【異化】、身体に

必要な物質（タンパク質、グリコーゲン、中性脂肪など）を作り出す【同化】化学反応。 

 

③体内の状態を一定に保ち（     ）、 

 

 ヒトでは、体温、血糖、血圧、免疫、傷の修復などがある。 

自律神経系と内分泌系（ホルモン）で調節する。 

 

④自分の複製を作ることができる（    ）ものとされています。 

 

無性生殖 分裂 １個体から二つに分かれる（アメーバー、ゾウリムシ） 

出芽 体の一部分を成長させ分離する（ヒドラ、サンゴ、酵母菌） 

胞子 胞子をまく（カビ、キノコ、コケ、シダ、ワカメ、コンブ） 

栄養 植物の一部分が成長し増える（イモ、イチゴのランナー、挿し木） 

有性生殖 接合 同じ運動性の精子卵子の核が合体（ゾウリムシ、藻類） 

受精 異なる運動性の精子卵子の核が合体（多くの生物） 
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生物の分類として、五界説があります。 

 

①モネラ界（原核生物界） 

 細胞に（       ）グループで、遺伝情報の DNAは細胞内にあり分裂して増えます。 

 1）細菌（バクテリア）：細胞壁があります。 

  人間に有益な細菌は納豆菌や乳酸菌、有害な細菌は大腸菌やブドウ球菌があります。 

 2）古細菌（アーキア）：細胞壁がありません。DNAを折りたためます。 

  特殊な環境（無酸素、高熱、高塩濃度環境など）で生きる細菌です。 

②原生生物界 

 細胞に核を持つ（    ）生物です。移動や細胞内の環境を整えるなどの機能があります。 

 水中で光合成を行う藻類（コンブ、ワカメ）やアメーバー、ゾウリムシ、ミドリムシなど。 

③植物界 

 細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁があり（     ）をします。 

④菌界 

 細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁がありますが光合成はしません。 

栄養は表面から吸収します。キノコ類、カビ類、酵母菌があります。 

⑤動物界 

細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁がなく光合成はしません。栄養は体内で消化し吸

収します。 

 

生物は、それぞれの生物界と深く関わりながら生態系を形作っています。 
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2 植物について 

 

 

 

 

植物は、二酸化炭素と水を取り込み、光エネ

ルギーを利用して（        ）を作る

光合成を行い、エネルギーを得ています。 

 

 

植物が生み出すのは炭水化

物（糖質）だけではありませ

ん。タンパク質の素になるア

ミノ酸、エネルギーを貯める

脂質なども作っています。さ

らにヒトは、植物の代謝化合

物（薬物成分、香辛成分、芳香

［ほうこう］成分、色素など）

を生活に取り入れています。 

 

植物は、無機質（水素、炭素、

酸素、窒素、リン、硫黄［いおう］、カリウムなど）から栄養やエネルギーになる有機質（炭素を含む化

合物）を作り出す能力を持っています。これを（      ）といいます。 

 

動物は、無機質から有機質を作り出す能力を持っていないので、植物や他の動物を食べて栄養やエネ

ルギーになる有機質を摂取します。これを（      ）といいます。 
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3 動物のからだの器官 

動物は、植物や餌となる動物を探し求めて移動する必要があ

るため、骨や筋肉、ひれや羽根、手肢などの骨格や筋肉が発達

しています。効率よく食物にたどり着くために目や耳などの感

覚器と神経系（感覚神経や運動神経や脳など）も発達します。 

 

植物や動物を食べ、そのあとは自分の栄養にするために食物

の分解（消化）をしなければなりません。そのため、歯や胃腸

や膵臓や肝臓などの消化器官が発達しています。 

 

 

 

運動や消化をするために大量のエネルギーが必要となります。エネ

ルギーは細胞内の（        ）で酸素を使って作るので、肺

（呼吸器）から酸素を取り込み赤血球にくっつけて、心臓で血液を全

身に巡らせています（循環器）。 

 

また、血液中にある生命活動で生じた不要物質や有害物質を体外に

排出する腎臓などの泌尿器官が発達しました。さらに、環境の変化や

敵から身を守るために全身に指令を出す内分泌（ホルモン）系も発達

しました。もちろん、子孫を残す生殖器系も動物に応じた進化を遂げ

ています。 

 

このように、動物の身体は様々な機能を持った細胞が集まる器官を持っています。 

 

主な器官 

器官系 主な器官 器官系 主な器官 

骨格系 骨・関節 消化器系 歯・胃・小腸・大腸・肝臓・膵臓 

皮膚系 皮膚・毛・爪 循環器系 心臓・血管・リンパ管 

筋肉系 骨格筋・平滑筋・心筋 呼吸器系 肺・肺胞・気管 

神経系 脳・脊髄・運動神経・感覚神経 泌尿器系 腎臓・尿管・膀胱 

感覚器系 目・鼻・耳 生殖器系 卵巣・子宮・精巣 

内分泌系 甲状腺・副腎・脳下垂体 その他 細胞・血液・リンパ液 
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4 イヌとネコ 

共通の祖先 ミアキス 

約 6500～4800万年前の小型肉食動物

で、体長が 30ｃｍでイタチに似た姿だっ

たとされています。木の上で暮らし、鳥類

や爬虫類などを捕食していたとされています。 

ネコと同じく出し入れできるカギ爪を持ち、肉を切り裂く裂肉

歯が発達していました。 

 

 

 

 

 

イヌの進化と特徴 

ミアキスが（    ）に出て暮らし、オオカミに進化します。

オオカミは大きな草食動物を捕食するために（    ）で狩りを

し、仲間同士でコミュニケーションを取るため吠えるようになった

と考えられています。オオカミは、狙いをつけた獲物を何キロにも

渡って群れで追い続け、獲物が疲れたところを集団で少しずつ噛み

ついて傷つけていきます。 

オオカミがイヌになったのは約 4～2万年前とされ、ヒトと共同

生活をして互いに協力をするようになったのではないかと考えられ

ています。 

 

タイリクオオカミ 

 

イヌの祖先のオオカミは実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉［ふしょく］、

草食動物の内臓（植物成分含む）を食べる（    ）です。食べることができる時に食べておかない

と、次にいつ獲物にありつけるかわからないので、目の前にあるものは全部食べてしまいます。そのた

め、イヌも食べる量を飼い主がコントロールする必要があります。 

 

捕らえた獲物の肉は切歯［せっし］で切り、骨を噛み砕き咀嚼［そしゃく］はせず飲み込みます。唾

液には消化酵素はなく、口腔内洗浄や粘膜の保護、体温調節に役立っています。 
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ネコの進化 

（   ）に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させ、現在のイエネ

コに近いリビアヤマネコが約 13万年前に生まれました。メソポタミア地方

でヒトが小麦を栽培するようになると、作物を狙ってネズミが集まり、その

ネズミを捕食するためにリビアヤマネコもヒトの近くで住むようになりまし

た。 

ネズミを退治するリビアヤマネコをヒトは大切に扱うようになり飼われる

ようになり今のイエネコになったと考えられています。 

 

 

リビアヤマネコ 

 

ネコの祖先のリビアヤマネコは、ネズミ、鳥、爬虫類、昆虫、カエルなどを食べる（      ）

です。捕食した草食動物の内臓（植物成分含む）は消化ができないので食べません。 

 

狩りが得意でいつでも獲物を捕らえて食べることができるので、一回に食べる量は少なく食べたいと

きに食べます。大きな獲物は分割して食べることもあります。また、乾燥地帯に生息していたので水は

あまり飲みませんが、脱水に鈍感なので複数箇所に水飲み場を設ける必要があります。 

 

獲物を前肢で押さえ込み首に噛みついて鋭い犬歯で頸椎［けいつい］を一突きして仕留めます。切歯

で皮を剥ぎ、臼歯で肉を切り裂き、肉を食べます。 
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5 動物と栄養 

動物は、摂取した植物や動物を分解・吸収して、エネルギーや栄養を得るために

消化をします。 

動物に必要な 5大栄養素は、タンパク質、糖質（炭水化物）、脂質、ビタミン、ミ

ネラルです。これらは、生きるためのエネルギーや骨や筋肉、皮膚や毛など体を作

ったり、体内を一定に保つ調整を行ったりします。 
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＜タンパク質＞ 

タンパク質（プロテイン）は、様々な（      ）が連結してできています。主に、筋肉や臓器、

皮膚や毛、爪などの身体を作るほか、血液やホルモン、免疫物質や消化酵素など機能の調節に使われます

が、エネルギーが足りない時にはエネルギーを作ることもできる万能栄養素です。 

 

 

タンパク質には、大豆や小麦などの植物に含まれる植物性タンパク質と肉や魚、卵や乳製品などに含

まれる動物性タンパク質があり、胃液、膵液、小腸から出る消化酵素でアミノ酸に分解され小腸から吸収

されます。 

アミノ酸は、動物の身体の中で合成することができるものとできないものがあります。自分の身体の

中で（       ）アミノ酸は食物から摂取するしかないので、必須アミノ酸といいます。必須アミ

ノ酸は、（      ）タンパク質に多く含まれています。 

 

動物別必須アミノ酸と役割 

 役割 ヒト イヌ ネコ 

リジン 組織の修復、成長 ○ ○ ○ 

トリプトファン 睡眠 ○ ○ ○ 

メチオニン 肝臓の解毒［げどく］作用 ○ ○ ○ 

フェニルアラニン 脳の活性化 ○ ○ ○ 

ヒスチジン 免疫力強化 ○ ○ ○ 

トレオニン アミノ酸の合成 ○ ○ ○ 

イソロイシン 運動時のエネルギー ○ ○ ○ 

バリン 筋肉の修復や成長 ○ ○ ○ 

ロイシン 筋肉の成長 ○ ○ ○ 

 肝臓の解毒作用や血圧調整、免疫力強化  ○ ○ 

 目や心臓、肝臓の健康維持   ○ 

 

もともと肉食のネコは、アルギニンとタウリンを動物性タンパク質からの摂取に依存していたため、

フードで補う必要があります。 
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＜糖質［とうしつ］（炭水化物）＞ 

糖 質 （ 炭 水 化 物 ） は 、 ブ ド ウ 糖

（      ）、果糖（      ）、ガ

ラクトースが、連結してできています。ブド

ウ糖と果糖がつながったのがショ糖（砂糖）

です。 

膵液や小腸から出る消化酵素でグルコー

スなどに分解され小腸から吸収され生きる

ためのエネルギーになります。 

 

食物繊維も多糖類ですが、ネコは肉食なの

で消化酵素で分解できないのでそのまま便

として排出します。草食動物は、長い時間を

かけて（      ）で発酵させ糖質に分

解するのでエネルギーとして利用できます。

雑食のイヌやヒトは腸内細菌によって多少分解することができます。 

 

＜脂質＞ 

脂質は、余ったグルコースをさらに分解したものを材料に、中性脂肪（トリグリセリド）を作りエネ

ルギーの貯蔵をしたものです。脂質は、皮膚や羽毛、脳や神経組織、血管やホルモンなど身体を作るた

めに使われるほか、飢餓［きが］状態のときにグルコースに分解されエネルギーにします。ウシやヒツ

ジなど草食動物の肉の脂身［あぶらみ］は、元々植物を分解したグルコースからできています。 

※グルコースの分子式は C6H12O6で炭素と水素と酸素からできています。例えば肉の脂身（バルミチン酸）の分子式は C16H32O2で、同

じく炭素と水素と酸素からできています。オリーブやゴマのように植物がエネルギーを油として直接貯蔵することもあります。 

 

イヌやネコが脂質を食べると、胆汁、膵液で消化し小腸で吸収します。 

 

動物別必須［ひっす］脂肪酸 

 ヒト イヌ ネコ 

ドコサヘキサエン酸（DHA） ○   

エイコサペンタエン酸（EPA） ○   

γリノレン酸 ○   

αリノレン酸 ○ ○ ○ 

リノール酸 ○ ○ ○ 

アラキドン酸 ○  ○ 

 

イヌやネコの必須脂肪酸が不足すると繁殖機能の抑制、毛の光沢がなくなる、フケ症、皮膚炎をおこ

し、妊娠中に不足すると、新生子［しんせいし］の異常や死亡が起こります。 
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2 章 消化器系のしくみ 

消化器とは、食物を摂取・消化・吸収・排泄する、口から肛門までの器官です。 

1 口腔 

イヌやネコは唾液に消化酵素を含まないため食物を裂いたり砕いたりするだけで、食物を丸呑みしま

す。 

ヒトやヤギやブタは、唾液の中にでんぷんの消化酵素（アミラーゼ）を含むため、よく噛んで唾液と食

物を混ぜ、でんぷんを麦芽糖（グルコースが 2つつながった糖）に分解します。 

 

 

 

 

 

 イヌの歯     ネコの歯 

 イヌ ネコ 

切歯 

（門歯） 

12本 

肉を引き裂く。 

12本 

肉を引き裂く。毛繕いをする。 

犬歯 4本 

肉を裂く。獲物をくわえて離さない 

4本 

肉を裂く。獲物の首に突き刺し致命傷を与える 

前臼歯 （   ）本 

肉を裂く。 

10本 

肉を裂く。 

後臼歯 10本 

骨を（    ）く。食物をすりつぶす。 

（   ）本 

肉を切り裂く。 

  

口腔 
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2 食道 

食道は、食物を口腔から胃に運ぶ管です。ヒトは直立

しているので食物は自然に上から下に流れていきますが、

イヌやネコは直立していないのでヒトより強い力で食物

を胃に運ぶ必要があります。 

そのため、イヌやネコの食道は前肢や後肢の筋肉と同

じように自分の意思で動かすことができる筋肉（横紋筋

［おうもんきん］）でできています。 

ただし、イヌの食道は全て横紋筋ですがネコの食道は

3分の 1が自分の意思で動かすことができない筋肉（平

滑筋なので、ネコの方が胃に送る力は弱くなります。 

 

もし、食道で食べ物がつまってしまったり、毛玉など

異物がある時、イヌやネコは食道の筋肉を収縮させて勢

いよく吐き出します。これを（     ）といいます。

一方、胃の内容物を吐くことを（    ）といいます。 

 

嘔吐は、腹筋と横隔膜を収縮させて行うので予兆があ

りますが、吐出は突然吐くのが特徴です。 
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3 胃・十二指腸 

 

胃は、食物を一時的に保管し、胃酸（塩酸）で食物に付いた細菌やウイルスを（     ）し、消

化酵素（      ）でタンパク質を（       ）に分解します。また、胃酸から胃の粘膜を

守るため粘液が出されます。粘膜が少なくなったら胃潰瘍や胃炎になります。 

胃でドロドロになった食物は、十二指腸に送られます。 

 

＜十二指腸＞ 

 

十二指腸では、膵臓で作られる膵液や肝臓で作られ胆嚢［たんの

う］に貯められていた胆汁が出され、食物がさらに消化されます。 

胆汁は、水に溶けない（    ）を分解して細かな粒にして水と

混ぜ合わせます。これを乳化といいます。例えば、マヨネーズやアイ

スクリーム、チョコレートやバターは脂肪を乳化させています。 

膵液は、（      ）によるでんぷんの分解、

（       ）によるポリペプチド（胃で分解されたタンパク

質）の分解、（      ）による胆汁で乳化した脂質の分解をし

ます。 

十二指腸を通った食物は小腸（空腸）に送られます。 

  

ペプチターゼ 
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4 小腸（空腸［くうちょう］・回腸［かいちょう］） 

（    ）と吸収を行うほか、細菌やウイルスの体内侵入をブロックする

（     ）機能を持っており、免疫細胞の約（    ）割が小腸に集まっ

ています。 

消化は、空腸から腸液が分泌され、腸液中の（       ）が麦芽糖（マ

ルトース）をブドウ糖（グルコース）に分解、腸液中の（       ）がポリペプチドをアミノ酸

に分解します。 

 

空腸や回腸の腸壁は絨毛［じゅうもう］があり、でんぷんを分解してできたグルコース（ブドウ糖）

やタンパク質を分解してできたアミノ酸を吸収し毛細血管から（    ）に送られたあと、肝臓に入

ります。 

 

 
 

脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、水（血液）に混ざりにくいのでリンパ小節から吸収され

てタンパク質と結合した後、（      ）に送られます。その後、全身のリンパ管が集まる胸管か

ら静脈に流され、心臓に送られ全身に運ばれます。このように脂肪は消化に時間がかかります。 
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5 大腸（結腸［けっちょう］・直腸［ちょくちょう］） 

小腸で消化吸収された食物の残りか

すは、結腸で水分・ミネラルが吸収さ

れます。また、免疫細胞の約

（    ）割が大腸に集まっていま

す。 

 

大腸には腸内細菌が多く食物繊維の

分解・発酵が行われますが、ヒトの腸

内細菌数は 1千万個に対し、イヌネコ

は約 1万個なことからもイヌネコが植

物性の食物が苦手なのがわかります。 

 

腸内細菌は、健康によい影響を与える善玉菌（ビフィズス菌・乳酸桿菌）、健康に悪い影響と与える

悪玉菌（大腸菌・ブドウ球菌など）、腸内の環境によって有益にも有害にもなる日和見［ひよりみ］菌

（腸球菌など）に分類されます。 

イヌの腸内細菌は善玉菌の（      ）が多く、ネコの腸内細菌は日和見菌の（     ）が

ほとんどです。そのため、ネコは腸内細菌バランスが崩れると下痢や胃腸炎をおこしやすくなっていま

す。 

 

水分が吸収された便は直腸に移動し貯蔵され、ある程度の量になると排出されます。便の約 75％が

水分で残りは消化されなかった食物のかすや腸内細菌や腸壁から剥がれた細胞などです。 

 

大腸に炎症などが起きて水分の吸収が正常に行われない場合は下痢をします。便に腸液が混じった

り、少量の下痢が頻回おきたりします。 
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6 消化器付属臓器と機能 

 

＜肝臓＞ 

栄養素の（    ）、体内の毒素の分解、（    ）の生

成、エネルギーの蓄積・生成など生命維持に重要な役割を果たして

います。 

肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するので

ダメージを受けやすい臓器です。そのため、（      ）能力

を持っています。 

 

 

 

 

 

＜胆嚢［たんのう］＞ 

胆嚢は、肝臓で作られた胆汁を貯蔵しており、食物が十二指腸を通るときに収縮して胆汁を出し脂肪

の消化や脂溶性ビタミンの吸収を助けます。 

胆汁は、古くなった赤血球が分解された後に残る黄色い色素（      ）を含んでいます。便が

黄色～茶色なのはビリルビンによるものです。胆汁が出る胆管が詰まると便の色が白～灰色になり、ビ

リルビンが血液に混ざり目の白目や皮膚が黄色くなる（    ）［おうだん］がみられることがあり

ます。 

 

＜膵臓［すいぞう］＞ 

膵臓は、タンパク質・脂肪・糖質を消化するための膵液を

作るほか、（     ）の調整をするホルモンを作ります。

膵液は十二指腸に分泌されるので外分泌、ホルモンは血液中

に分泌されるので内分泌といいます。 

 

膵臓の内部にある（         ）の（   ）［ベ

ータ］細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモン、

（       ）を作ります。ランゲルハンス島のα［ア

ルファ］細胞は、血液中の血糖値を上げるホルモン、

（       ）を作ります。 
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３章 泌尿器系のしくみ 

泌尿器とは、血液中の老廃物などを尿に

して体外に排出する臓器です。 

 

血液をフィルターに通し、老廃物が溶け

た血しょうを集めて尿を作る（     ）と、尿を運ぶ尿管、

尿を溜める膀胱、尿を排出する尿道があります。 

 

 

 

 

 

1 腎臓 

腎臓は、腰よりも頭側にあり、背骨をはさんで左右ひとつず

つあります。 

 

 

 

 

 

腎 臓 の 表 面 に 近 い 皮 質 部 分 に は 、

（     ）とボウマン嚢と尿細管があり

ます。 

 

糸球体は、太さ 0.2mm くらいの毛細血管

が毛糸のように集まっています。心臓のポンプ

の圧力（血圧）で毛細血管から、老廃物を含ん

だ血しょうがにじみでます。赤血球や白血球な

どの血球や大きなタンパク質は血管に残され、

水分や水に溶けているナトリウム、尿素、ビタミン、グルコースなどがにじみ出て、糸球体を包んでいるボウ

マン嚢に集められます。 

ボウマン嚢に集まった液体を（     ）といいます。原尿は尿細管に集められ、必要な物質が再吸収さ

れます。 

 

腎臓の髄質には、集合管があります。集合管は複数の尿細管から出た尿が集まる管です。 

 

集合管を通った尿は（     ）に集められて、尿管を通って膀胱に溜められます。一定量尿が溜まると

尿意を感じ膀胱が収縮し排出されます。  

皮質 
髄質 

腎盂 
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2 ネフロン 

 

糸球体から集合管までをネフロンといいます。

ネフロンでは、原尿を作ったあと必要な物質の

（     ）が行われます。イヌネコやヒトは、

原尿の 99％が再吸収され、残りの１％が尿とし

て排出されています。 

 

ボウマン嚢で集められた原尿は（     ）

に流れます。尿細管はくねくねと曲がりながら腎

臓の中心に向かいますが、途中 180°曲がって

再び表面に向かいます。この折り返しを

（       ）といいます。尿細管の周りに

は毛細血管があり、様々な物質を血管に吸収して

います。 

 

 

ボウマン嚢からヘンレループまでの尿細管を近位尿細管といいます。ここでは、ナトリウム、カリウム、水、

グルコース、アミノ酸などを再吸収します。 

ヘンレループより先は遠位尿細管といい、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収して尿を濃

縮します。 

 

ネコはイヌより近位尿細管が長く、たくさんの水分が吸収できるつくりになっています。これは、ネコの祖

先のリビアヤマネコが乾燥地帯に住んでいたため、貴重な水を有効活用していたためだと言われています。 

また、ネコに腎臓病が多いのは、イヌより寿命が長いことと、近位尿細管が細く長いため尿細管に蓄積した

死細胞や老廃物が詰まって機能しなくなるからです。 
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ノオトの（   ）の中の解答を赤字で書いています。 
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P1 1 章 生物・動物について 1 生物とは 

①外界と個体を仕切る膜（ 細胞膜 ）をもち、 

②生きるために必要な化学反応のしくみ（ 代謝 ）を持ち、 

③体内の状態を一定に保ち（ 恒常性 ）、 

④自分の複製を作ることができる（ 生殖 ）ものとされています。 

 

P2 

 細胞に（ 核を持たない ）グループで、遺伝情報の DNA は細胞内にあり分裂して増えます。 

 細胞に核を持つ（ 真核 ）生物です。移動や細胞内の環境を整えるなどの機能があります。 

 細胞に核を持つ真核生物で多細胞です。細胞壁があり（ 光合成 ）をします。 

 

P3 2 植物について 

植物は、二酸化炭素と水を取り込み、光エネルギーを利用して（ 炭水化物（糖質） ）を作る光合成を行い、エネル

ギーを得ています。 

 

植物は、無機質（水素、炭素、酸素、窒素、リン、硫黄［いおう］、カリウムなど）から栄養やエネルギーになる有機質

（炭素を含む化合物）を作り出す能力を持っています。これを（ 独立栄養 ）といいます。 

 

動物は、無機質から有機質を作り出す能力を持っていないので、植物や他の動物を食べて栄養やエネルギーにな

る有機質を摂取します。これを（ 従属栄養 ）といいます。 

 

P4 3 動物のからだの器官 

運動や消化をするために大量のエネルギーが必要となります。エネルギーは細胞内の（ ミトコンドリア ）で酸素を

使って作るので、肺（呼吸器）から酸素を取り込み赤血球にくっつけて、心臓で血液を全身に巡らせています（循環

器）。 

 

P5 4 イヌとネコ イヌの進化と特徴 

ミアキスが（ 草原 ）に出て暮らし、オオカミに進化します。オオカミは大きな草食動物を捕食するために（ 群れ ）

で狩りをし、仲間同士でコミュニケーションを取るため吠えるようになったと考えられています。 

 

イヌの祖先のオオカミは実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉［ふしょく］、草食動物の内臓

（植物成分含む）を食べる（ 雑食 ）です。 

 

P6 ネコの進化 

（ 森 ）に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させ、現在のイエネコに近いリビアヤマネコが約 13 万年前に

生まれました。 

 

ネコの祖先のリビアヤマネコは、ネズミ、鳥、爬虫類、昆虫、カエルなどを食べる（ 完全肉食 ）です。捕食した草食

動物の内臓（植物成分含む）は消化ができないので食べません。 
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P7 5 動物と栄養 

 

 

P8 ＜タンパク質＞ 

タンパク質（プロテイン）は、様々な（ アミノ酸 ）が連結してできています。 

主に、筋肉や臓器、皮膚や毛、爪などの身体を作るほか、血液やホルモン、免疫物質や消化酵素など機能の調節に 

 

アミノ酸は、動物の身体の中で合成することができるものとできないものがあります。自分の身体の中で（ 合成で

きない ）アミノ酸は食物から摂取するしかないので、必須アミノ酸といいます。必須アミノ酸は、（ 動物性 ）タンパ

ク質に多く含まれています。 

 

動物別必須アミノ酸と役割 

 役割 ヒト イヌ ネコ 

アルギニン 肝臓の解毒作用や血圧調整、免疫力強化  ○ ○ 

タウリン 目や心臓、肝臓の健康維持   ○ 

 

P9 ＜糖質［とうしつ］（炭水化物）＞ 

糖質（炭水化物）は、ブドウ糖（ グルコース ）、果糖（ フルクトース ）、ガラクトースが、連結してできています。ブ

ドウ糖と果糖がつながったのがショ糖（砂糖）です。 

 

食物繊維も多糖類ですが、ネコは肉食なので消化酵素で分解できないのでそのまま便として排出します。草食動

物は、長い時間をかけて（ 腸内細菌 ）で発酵させ糖質に分解するのでエネルギーとして利用できます。 

 

P10 2 章 消化器系のしくみ 1 口腔 

 イヌ ネコ 

前臼歯 （16）本  肉を裂く。 10 本   肉を裂く。 

後臼歯 10 本   骨を（ くだ ）く。食物をすりつぶす。 （4）本   肉を切り裂く。 

 

P11 2 食道 

もし、食道で食べ物がつまってしまったり、毛玉など異物がある時、イヌやネコは食道の筋肉を収縮させて勢いよく

吐き出します。これを（ 吐出 ）といいます。一方、胃の内容物を吐くことを（ 嘔吐 ）といいます。 
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P12 3 胃・十二指腸 

胃は、食物を一時的に保管し、胃酸（塩酸）で食物に付いた細菌やウイルスを（ 殺菌 ）し、消化酵素（ ペプシ

ン ）でタンパク質を（ ポリペプチド ）に分解します。 

 

＜十二指腸＞ 

胆汁は、水に溶けない（ 脂肪 ）を分解して細かな粒にして水と混ぜ合わせます。これを乳化といいます。例えば、

マヨネーズやアイスクリーム、チョコレートやバターは脂肪を乳化させています。 

膵液は、（ アミラーゼ ）によるでんぷんの分解、（ トリプシン ）によるポリペプチド（胃で分解されたタンパク質）

の分解、（ リパーゼ ）による胆汁で乳化した脂質の分解をします。 

 

P13 4 小腸（空腸［くうちょう］・回腸［かいちょう］） 

（ 消化 ）と吸収を行うほか、細菌やウイルスの体内侵入をブロックする（ 免疫 ）機能を持っており、免疫細胞の

約（ 5 ）割が小腸に集まっています。 

 

消化は、空腸から腸液が分泌され、腸液中の（ マルターゼ ）が麦芽糖（マルトース）をブドウ糖（グルコース）に分

解、腸液中の（ ペプチダーゼ ）がポリペプチドをアミノ酸に分解します。 

 

空腸や回腸の腸壁は絨毛［じゅうもう］があり、でんぷんを分解してできたグルコース（ブドウ糖）やタンパク質を分

解してできたアミノ酸を吸収し毛細血管から（ 門脈 ）に送られたあと、肝臓に入ります。 

 

脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、水（血液）に混ざりにくいのでリンパ小節から吸収されてタンパク質と結

合した後、（ リンパ管 ）に送られます。その後、全身のリンパ管が集まる胸管から静脈に流され、心臓に送られ全身

に運ばれます。このように脂肪は消化に時間がかかります。 

 

P14 5 大腸（結腸［けっちょう］・直腸［ちょくちょう］） 

小腸で消化吸収された食物の残りかすは、結腸で水分・ミネラルが吸収されます。また、免疫細胞の約（ 2 ）割が

大腸に集まっています。 

 

イヌの腸内細菌は善玉菌の（ 乳酸桿菌 ）が多く、ネコの腸内細菌は日和見菌の（ 腸球菌 ）がほとんどです。そ

のため、ネコは腸内細菌バランスが崩れると下痢や胃腸炎をおこしやすくなっています。 

 

P15 6 消化器付属臓器と機能 

＜肝臓＞ 

栄養素の（ 代謝 ）、体内の毒素の分解、（ 胆汁 ）の生成、エネルギーの蓄積・生成など生命維持に重要な役割

を果たしています。 

肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するのでダメージを受けやすい臓器です。そのため、

（ 自己再生 ）能力を持っています。 
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＜胆嚢［たんのう］＞ 

胆汁は、古くなった赤血球が分解された後に残る黄色い色素（ ビリルビン ）を含んでいます。便が黄色～茶色な

のはビリルビンによるものです。胆汁が出る胆管が詰まると便の色が白～灰色になり、ビリルビンが血液に混ざり目

の白目や皮膚が黄色くなる（ 黄疸 ）［おうだん］がみられることがあります。 

 

＜膵臓［すいぞう］＞ 

膵臓は、タンパク質・脂肪・糖質を消化するための膵液を作るほか、（ 血糖 ）の調整をするホルモンを作ります。 

 

膵臓の内部にある（ランゲルハンス島）の（ β ）［ベータ］細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモン、（ インスリ

ン ）を作ります。ランゲルハンス島のα［アルファ］細胞は、血液中の血糖値を上げるホルモン、（ グルカゴン ）を作

ります。 

 

P16 ３章 泌尿器系のしくみ 

血液をフィルターに通し、老廃物が溶けた血しょうを集めて尿を作る（ 腎臓 ）と、尿を運ぶ尿管、尿を溜める膀胱、

尿を排出する尿道があります。 

 

1 腎臓 

腎臓の表面に近い皮質部分には、（ 糸球体 ）とボウマン嚢と尿細管があります。 

ボウマン嚢に集まった液体を（ 原尿 ）といいます。原尿は尿細管に集められ、必要な物質が再吸収されます。 

集合管を通った尿は（ 腎盂 ）に集められて、尿管を通って膀胱に溜められます。 

 

P17 2 ネフロン 

 

 

糸球体から集合管までをネフロンといいます。ネフロンでは、原尿を作ったあと必要な物質の（ 再吸収 ）が行わ

れます。 

 

ボウマン嚢で集められた原尿は（ 尿細管 ）に流れます。尿細管はくねくねと曲がりながら腎臓の中心に向かいま

すが、途中 180°曲がって再び表面に向かいます。この折り返しを（ヘンレループ）といいます。 

 

P18 ３ 尿管・膀胱・尿道 

尿管・膀胱・尿道は（ 結石 ）ができることがあります。 
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